
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 3035 

令和５年度 理数科 

 

教科 理数 科目 理数数学Ⅱβ 単位数 ３単位 年次 ２年次 

使用教科書 「NEXT 数学 B」 （数研出版） 

副教材等 

「CONNECT 数学Ⅱ＋B」 （数研出版） 

「CONNECT 数学 C」 （数研出版） 

「NEW ACTION LEGEND 数学Ⅱ＋B」 （東京書籍） 

「NEW ACTION LEGEND 数学 C」 （東京書籍） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・授業では、課題に対して、自ら考え、周りの人と協働で考える活動を行います。 

・「課題の理解→解決方法の予想→解決方法の実践→結果の考察」といった一連の過程の中で、 

自分の考えを発表したり、議論したりする数学的活動を行います。 

・問題集用のノートを用意してください。教科書や問題集の問題をまず自分で解いてみましょう。 

ただ答えを求めるだけでなく、途中式や考え方も書くようにしましょう。また、各自答え合わせ 

をしてください。そして、自分がどこでつまずいたかを確認しましょう。 

・家庭学習における課題は、定期的に提出してもらいます。解決方法を習得するまで問題集や 

参考書の問題を繰り返し解き、最後まで諦めずに取り組みましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力を次のとおり育

成することを目指す。 

（1）数列・ベクトルについての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を

数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。 

（2）離散的な変化の規則性に着目し，事象を数学的に表現し考察する力，大きさと向きをもった

量に着目し，演算法則やその図形的な意味を考察する力を養う。 

（3）数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づい

て判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしよう

とする態度や創造性の基礎を養う。 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

数学 B・Cにおける基本的な

概念や原理・法則を体系的

に理解するとともに，事象

を数学化したり，数学的に

解釈したり，数学的に表

現・処理したりすることが

できる。 

離散的な変化の規則性に着目

し，事象を数学的に表現し考

察できる。また，大きさと向

きをもった量に着目し，演算

法則やその図形的な意味を考

察できる。 

数学のよさを認識し数学を活

用しようとする態度，粘り強

く柔軟に考え数学的論拠に基

づいて判断しようしている。 

また，問題解決の過程を振り

返って考察を深めたり，評

価・改善したりしようとして

いる。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１
学
期 

１
章 

数
列 

 

１節 等差数列と等比数列 

1．数列と一般項 

2．等差数列 

3．等差数列の和 

4．等比数列 

5．等比数列の和  

  

  

a・等差数列，等比数列の一般

項や和の公式の意味を理解し，

それらの公式を目的に応じて活

用することができる。  

b・数列の特徴を理解し，一般

項やその和をる公式を適切に

活用し，表現することができる。 

c・等差数列や等比数列の一般

項やその和の公式を，適切に

用いようとしている。  

定期考査 

確認テスト 

定期考査 

レポート課題 

提出ノート 

レポート課題 

 

２節 いろいろな数列 

1．和の記号Σ 

2．階差数列"  

3．いろいろな数列の和 

  

a・記号Σを用いて表された数列

の和を求めることができる。 

・階差数列の考え方によってもと

の数列の一般項を求めることが

できる。 

b・記号Σの性質を用いて数列の

和を表現できる。 

・階差数列の考え方を理解し，適

切に活用することができる。 

c・階差数列などのいろいろな数

列について，その考え方を理解し

ようとしている。 

定期考査 

確認テスト 

定期考査 

レポート課題 

提出ノート 

レポート課題 

 
3 節 漸化式と数学的帰納法 

1．漸化式 

2．数学的帰納法 

  

  

a・漸化式の考え方を理解し，一

般項などを求めることができる。 

・数学的帰納法などを用いた証明

を論理的に書き表すことができ

る。 

b・漸化式の再帰的な考え方のよ

さを理解し，一般項を求める過程

が理解できる。 

・数学的帰納法の演繹的な考え方

と無限に対する証明の論理性が

理解できる。 

c・漸化式の再帰的な考え方を理

解しようとし，活用できるように

する態度を示す。 

・数学的帰納法の考え方と証明の

書き方を意欲的に習得しようと

する。 

定期考査 

確認テスト 

定期考査 

レポート課題 

提出ノート 

レポート課題 
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２
学
期 

１
章 

平
面
上
の
ベ
ク
ト
ル 

１節 べクトルとその演算 

1．ベクトル 

2．ベクトルの演算 

3．ベクトルの成分 

4．ベクトルの内積 

  

  

a・ベクトルの加法・減法・実数

倍などを代数的・幾何的に求める

ことができる。 

・ベクトルの内積の記号や成分と

の関係を理解し，与えられた問題

に活用できる。 

b・ベクトルを図形的に捉え，そ

の記号の表現方法を理解してい

る。 

・成分によるベクトルの演算やそ

の大きさを求める過程を適切に

表現し，処理することができる。 

c・新しいベクトルの考え方や用

語・記号を進んで習得しようとす

る態度を示す。 

・ベクトルの内積の考え方に興

味・関心を示し，進んで理解しよ

うとする。 

定期考査 

確認テスト 

定期考査 

レポート課題 

提出ノート 

レポート課題 

２節 ベクトルと平面図形 

1．位置ベクトル 

2．ベクトルの図形への応用 

 

  

  

a・位置ベクトルを図形的な問題

に利用できるよさがわかる。 

・直線のベクトル方程式における

媒介変数や方向ベクトルの図形

的な意味がわかる。 

b・位置ベクトルを適切に表現し，

問題に活用することができる。 

・直線や円をベクトルを用いた方

程式で表現することができる。 

c・位置ベクトルに興味を示し，

進んで活用しようとする。 

・ベクトル方程式の考え方を理解

しようとする。 

定期考査 

確認テスト 

定期考査 

レポート課題 

提出ノート 

レポート課題 
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３
学
期 

２
章 

空
間
の
ベ
ク
ト
ル 

３節 空間のベクトル 

1．空間の点 

2．空間のベクトル 

3．ベクトルの成分 

4．ベクトルの内積 

5．ベクトルの図形への応用 

6．座標空間における図形 

 

a・座標空間における図形の座標

や距離を求めることができる。 

・ベクトルの基本性質が平面と同

様であることを理解し，それを扱

うことができる。 

b・座標空間における図形を点の

座標や距離を用いて表すことが

できる。 

・平面のベクトルと同様にして，

空間のベクトルを利用した表

現・処理ができる。 

・空間図形を，位置ベクトルを用

いて表現・処理することができ

る。 

c・平面のベクトルから空間のベ

クトルへの拡張に興味を示す。 

・空間図形において，ベクトルの

内積や位置ベクトルを用いて考

察しようとする。 

定期考査 

確認テスト 

定期考査 

レポート課題 

提出ノート 

レポート課題 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


